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 観光振興支援等 

地域の活性化に向け、交流人口拡大に資する観光振興事業を支援しています。 

七十七の 
 取組⑤ 

ＭＥＮＵ 

●「むつめくＴＯＨＯＫＵラボ」の立ち上げ 
 2018年3月、東北観光金融ネットワーク（愛称「ＦＩＮＥ 東北」） 、仙台
三越、東北博報堂の三者で、地域産業の発展等を目的とした業務協力協定を締結
し、「むつめくＴＯＨＯＫＵラボ」を立ち上げました。 
 東北の地域資源を活用した加工品・工芸品等の発掘や、新たな地域ブランドへ
の磨き上げと販売促進を通じた地域産業の発展・観光振興に取り組んでいます。 
 

ＰＩＣＫ 
ＵＰ 

七十七の 
  取組み 

○地域企業のブランド開発ニーズ等の発掘・収集 
○ビジネスマッチング、販路開拓・拡大支援 
○産官学連携、インバウンドへの展開支援 

○テストマーケティング機会の提供 
○バイヤーの目利きを活用した商品開発支援 
○販売データ提供、販売計画・価格設定支援 

○市場データ・トレンドの提供 
○商品コンセプト・ブランド戦略支援  
○商品ネーミング、デザイン作成 

□ＭＩＣＥへの協賛 
 ・当行は様々なＭＩＣＥに対し、積極的に協賛しています。 
       ※ＭＩＣＥ：企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・ 
            学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition / Event）の頭文字で、 
    多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。 
 
 
 

□インバウンド推進支援 
 ・地域の交流人口拡大に向けたインバウドの推進や観光コンテンツの開発などに 
  取り組む事業者を支援しています。 
 

□観光関連産業の事業化支援・成長支援 
 ・日本版ＤＭＯを中心とした観光地域づくりへの支援および古民家再生・活用、 
  着地型ツアーの企画、観光ガイドの育成等により観光誘客に取り組む観光関連 
  事業者への支援などを通じ、観光関連産業の成長を支援しています。 
 

「ＦＩＮＥ⁺東北」の取組み 
 2017年3月、青森銀行、秋田銀行、岩手
銀行、山形銀行、東邦銀行および日本政策
投資銀行と「観光振興事業への支援に関す
る業務協力協定」を締結し、東北観光金融
ネットワーク（愛称「ＦＩＮＥ 東北」）
を設立しました。 
 活動の一環として、全国各地の古民家等
の歴史的資源を、宿泊施設や飲食店等の観
光コンテンツのひとつに利活用している背
景・現状の調査をもとに、東北の課題を整
理したうえで参考となるポイントをまとめ
たレポート「東北における歴史的資源の活
用に向けて」を発行しました。 

                                                                                                   
 

＋ 

                                                                                                   
 

＋ 

●クラウドファンディングを活用した 
 「阿武隈急行沿線活性化」支援 

 福島市と宮城県柴田町を結ぶ阿武隈急行の沿線地域活性化を目的に、阿武隈急
行沿線の大学、民間事業者および関係地方公共団体等と連携のうえ、クラウドフ
ァンディングを活用し「はちみつビール」を製造する資金調達プロジェクトに取
り組みました。 

写真出所：各社提供 



 

 
事業内容・成長可能性の評価 
経営課題の共有 
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宮城蔵王観光株式会社 
（宮城県刈田郡蔵王町、1966年10月設立） 

スノーシーズンの集客に加え、夏のトレッキングや
秋の紅葉など通年で楽しめるリゾート施設を目指し
ています。 

宮城県内で最大規模の集客を誇る「みやぎ蔵王えぼしスキー場」 
スキー場開業40周年を迎え地域観光の主要拠点としての役割が求められている。 

情報共有 
連携 

投資実行 
事業計画策定支援 
 
ビジネスマッチング 
 
人材紹介 
 
 

●「えぼしリゾート」への支援 

 ＦＩＮＥ＋東北：東北観光金融ネットワーク 
（青森銀行、秋田銀行、岩手銀行、山形銀行 
 七十七銀行、東邦銀行、日本政策投資銀行） 

天候不順 

スキー人口 
の減少 

人材不足 

事業性評価の実施 

みやぎ復興・地域活性化支援ファンド 

連携促進 

・蔵王エリア 
 の市町 
・ＤＭＯ 人工降雪機・ 

関連設備整備費用 

○観光資源の 
 充実・魅力 
 向上 
○観光産業の  
 生産性向上 

 当社は、宮城県内のスキー場で最大規模の集客を誇る「みやぎ蔵王えぼしスキー場」を運営していますが、地域観光の主要拠点であることから 
ウインターシーズンにおいて気候条件に依存しない営業体制の構築を目指しており、その一環として人口降雪機等を整備しました。 
 当行は、事業計画の策定段階から協力するとともに、東北観光金融ネットワークに参加する日本政策投資銀行と連携し、共同出資するファンド 
を活用した融資を実行するなど、当社の課題解決に向けた支援を行っております。 
        

日本政策投資銀行 
七十七銀行 
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   ○古民家を再生し宿泊施設として着地型ツーリズムをサポート 
   ○古民家を活用した地域づくり・活性化を促進 
 ○仕事の創出・移住定住の促進を通じ地域活性化を目指す 等 

施設名：柚子のあぜ道雨乞いのかえる 
（宮城県柴田郡柴田町入間田字下台26） 

築170年の古民家を改修 

シェアスペース・飲食店として営業 
（2017年10月ＯＰＥＮ） 

柴田町・柴田町の関係者 

【古民家の利活用を促進し宮城県に観光客を呼び込みたい】 

・課題共有 
・事業計画 
・資金相談 

クラウドファンディング 
運営事業者 

紹介 
連携 

宮城県内の複数の企業の代表者が出資・設立 
（一般社団法人かかしの一本足かえるのあぐら） 

●古民家を利活用した観光・まちづくり事業への支援 

グランピング施設整備・簡易宿所営業許可取得 

情報提供・連携 

地域づくりの拠点として 

 当法人は、宮城県内の複数の企業の代表者によって、古民家の利活用を促進し宮城県に観光客を呼び込むことを目的に設立され、宮城県柴田町に 
ある築170年の古民家をシェアスペース・飲食店に改修し営業しております。 
 当行は、当法人が同地で宿泊施設を整備するにあたり、クラウドファンディングを活用した資金調達プロジェクトを組成するなど、地域の観光地 
としての魅力発信、地域活性化に向けた取組みへの支援を行っております。 
        

写真出所：当法人提供 

  宮城県柴田町にある古民家に 
    露天風呂をつくり、里山での 
    暮らしを満喫してほしい！ 
 

クラウドファンディング 
活用 

七十七銀行 


